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成 果 概 要

我々が研究開発してきた CF-HM は、切削と FSW（摩擦攪拌接合）を融合し、高効率 ・ 低コスト ・ 大型の金属

３ D プリンティングを実現する世界初の新技術である。一方で、 供給板材面積とクランプ機構ストロークに起

因する寸法の限界があった。そこで本研究では、図１に示すように、重ね合せ FSW に加えて突き合せ FSW を

融合し、 さらにクランプ機構を排除する新技術開発によってこの限界を超える金属造形技術を実現した。その

コア技術の一つである押圧 FSW 装置を図２に示す。本装置は、 板材の押圧と FSW という 2 つの機能を集

約したものであり、これによって板材側のクランプ機構を排除した FSW に世界で初めて成功した。
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図１ 従来 CF-HM の寸法限界を超える

　　　新金属造形技術

図２　従来のクランプ機構を排除する

　　　　押圧 FSW 装置

図３ 押圧 FSW 装置によるクランプレス造形の様子

今 後 の 展 開

本開発技術により、 これまでにない大型の金属３D 造形が可能となり、 モノづくり産業への幅広い活用が期

待される。また、 全てを造形する用途のみならず、 従来の機械加工に対して一部のみを造形する場合にも本

開発技術が有用になるものと期待される。さらに、押圧 FSW 装置については、FSW のみを行う用途に対し

ても固定ジグ開発の手間 ・ コスト削減効果を有し、 特に板材固定が困難な場合に有用な新技術となることが

期待される。
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従来のクランプ機構を排除する FSW ／加工技術に関する出願中の特許２件

特　徴

●　重ね合せＦＳＷに加えて突き合せＦＳＷを融合する技術を開発

●　材料試験により、 重ね合せのみの場合と同等の接合品質を実証

●　押圧 FSW 装置により、 従来のクランプ機構の排除に成功

●　図３に示すように低コストで簡便なクランプレス造形を実現

従来CF-HMの寸法限界を超える
　　　　　大型金属３D造形技術の開発

～高効率・低コスト・大型金属３D造形技術の実現～


